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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～姿を消した京都～

平安時代より、天皇や名将たちは自身の権力の象徴となる建築物を京の都に

次々と造りました。京都には今も歴史上に登場する様々な史跡がありますが

現在見ることができるものは一部で、地震や雷などの自然災害、戦乱による

倒壊、時代の変遷などで姿を消した建築物が多くあります。

例えば映画や小説で良く知られている「羅城門」は平安京の中心、朱雀大路

の正門として建設されましたが、度重なる自然災害に遭い建設 200年ほどで

倒壊しました。方広寺の大仏は、豊臣秀吉が関白になった翌年、東大寺の

大仏をならい、高さが日本一とされる木製で金漆塗りの大仏をつくり安置

しました。しかし翌年の大地震で大破。秀吉没後に秀頼が金銅造で再建し

大仏は「京の大仏つぁん」と呼ばれ人々に親しまれていましたが、その後、

徳川時代の落雷で姿を消すことになりました。豊臣秀吉が政務を行うために

建てた「聚楽第」は絢爛豪華な城郭風の建物でしたが、その後関白職を譲っ

た甥・秀次を謀反の疑いで追放した際、その邸宅であった為、徹底的に取り

壊されました。この様に時代ごとに京のシンボルとして人々に知られてた

多くの史跡が、時代の流れや体制の変化により再建されず姿を消しましたが、

その姿を想像しながら跡地を巡るのも良いかもしれませんね。


